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▽
置
戸
町
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　

―
原
案
可
決
―

中
小
、
小
規
模
企
業
の
振
興
や

地
域
経
済
の
活
性
化
等
を
目
的
と

し
策
定
し
ま
し
た
。

▽
置
戸
町
森
林
経
営
管
理
委
員

会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
等
に

つ
い
て
有
識
者
の
意
見
を
求
め
る

た
め
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
で

す
。

▽
置
戸
町
非
常
勤
特
別
職
の
職

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　
　

―
原
案
可
決
―

学
校
運
営
協
議
会
と
森
林
経
営

管
理
委
員
会
が
新
設
さ
れ
る
た
め
、

規
定
を
設
け
る
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
監
査
委
員
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

地
方
自
治
法
改
正
に
よ
る
条
項

▽
置
戸
町
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
増

築
及
び
改
修
工
事
、
道
営
土

地
改
良
事
業
、
町
営
住
宅
外

壁
等
改
修
工
事
な
ど

当
初
予
算
編
成
で
は
、
第
６
次

総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
年
で
あ
り
、

３
か
年
の
実
施
計
画
と
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
も
、
令
和
２
年
度
は

町
長
改
選
期
に
あ
た
り
、
歳
出
予

算
に
お
い
て
は
人
件
費
や
扶
助
費

等
の
義
務
的
経
費
や
管
理
費
等
の

経
常
経
費
、
普
通
建
設
事
業
に
お

い
て
も
継
続
事
業
を
中
心
に
計
上

し
、
改
選
後
の
政
策
決
定
に
お
い

て
判
断
さ
れ
る
べ
き
予
算
は
留
保

し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
化
の
進
行

や
子
育
て
や
障
が
い
者
施
設
の
充

実
に
よ
る
扶
助
費
の
増
額
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
人
件
費
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
、
さ

ら
に
は
消
費
税
増
額
に
よ
る
維
持

管
理
経
費
が
増
加
し
て
お
り
、
本

町
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
認
識
し
、

引
き
続
き
、
歳
出
全
般
に
お
け
る

経
費
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
予
算

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

令和 2 年３月定例会

当
初
予
算

2年度予算 前年度当初予算 前年度比

一 般 会 計 4,167,000 4,477,000 △ 6.9%

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 495,200 501,600 △ 1.3%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 55,800 56,000 △ 0.4%

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 362,600 355,700 1.9%

介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計 9,900 20,700 △ 52.2%

簡 易 水 道 特 別 会 計 173,300 371,800 △ 53.4%

下 水 道 特 別 会 計 191,400 211,400 △ 9.5%

　 合 　 計 　 5,455,200 5,994,200 △ 9.0%

＝令和 2 年度当初予算＝
（単位：千円）

　令和２年第３回定例会は、３月４日から11日まで開催され、
町政執行方針と教育行政方針の説明、一般質問のほか、条例改
正、各会計予算等を審議・議決して終了しました。
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修
正
と
字
句
訂
正
等
を
行
う
も
の

で
す
。

▽
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

会
計
年
度
任
用
職
員
の
服
務
宣

言
の
規
定
と
宣
誓
書
の
文
言
を
修

正
す
る
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

国
基
準
の
改
正
に
合
わ
せ
、
条

例
と
整
合
が
取
れ
て
い
な
い
部
分

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
職
員
の
給
与
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

４
級
か
ら
６
級
に
格
付
け
さ
れ

て
い
る
職
員
の
給
料
月
額
を
３
％

減
額
す
る
規
定
を
、
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

被
成
年
後
見
人
に
対
す
る
権
利

制
限
が
見
直
し
さ
れ
た
こ
と
に
関

連
し
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

▽
置
戸
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　
　

―
原
案
可
決
―

引
用
す
る
法
律
名
称
が
変
更
と

な
っ
た
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
特
定
優
良
賃
貸
住
宅

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例　
　
　

―
原
案
可
決
―

町
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人
を
１

名
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

に
準
じ
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

技
術
管
理
者
の
資
格
要
件
の
規

定
の
整
備
と
文
言
の
修
正
を
行
う

も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
水
道
法
施
行
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
要
件
の
規
定
の

整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

職
員
の
資
格
要
件
の
規
定
の
整

備
を
行
う
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
牧
野
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

使
用
料
を
一
部
改
正
す
る
も
の

で
す
。

▽
置
戸
町
道
路
の
構
造
の
技
術

的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

国
基
準
の
改
正
に
合
わ
せ
て
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
下
水
道
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

第
６
次
総
合
計
画
の
10
年
後
の

目
標
人
口
に
合
わ
せ
、
市
街
地
の

下
水
道
計
画
人
口
を
修
正
す
る
も

の
で
す
。

▽
置
戸
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て　
　
　
　
　

―
原
案
同
意
―

令
和
２
年
５
月
６
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
置
戸
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
、
長
澤　

孝
氏
（
字
安

住　

57
歳
）
の
再
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

▽
置
戸
町
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

―
適
任
と
決
定
―

置
戸
町
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

と
し
て
、
堺　

敦
子
氏
（
字
勝
山

　

44
歳
）
の
推
薦
に
つ
い
て
、
適

任
と
決
定
し
ま
し
た
。

▽
平
成
30
年
度
置
戸
町
教
育
委

員
会
の
活
動
状
況
に
関
す
る

点
検
・
評
価
の
報
告
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　

―
報
告
済
―

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
26
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育
長
か
ら

教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ

い
て
、
点
検
評
価
の
結
果
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

▽
定
期
監
査
の
結
果
報
告
に
つ

い
て　
　
　
　
　

―
報
告
済
―

監
査
委
員
か
ら
令
和
２
年
２
月

25
日
に
実
施
し
た
、
令
和
２
年
１

月
31
日
現
在
に
お
け
る
物
品
購
入

等
の
契
約
執
行
状
況
、
備
品
管
理

状
況
の
現
地
監
査
報
告
が
あ
り
、

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

▽
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

に
つ
い
て　
　
　

―
報
告
済
―

監
査
委
員
か
ら
令
和
元
年
11
月

30
日
、
12
月
31
日
、
令
和
２
年
１

月
31
日
現
在
ま
で
の
出
納
検
査
に

つ
い
て
、
検
査
の
結
果
、
現
金
の

出
納
及
び
保
管
は
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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▽
令
和
元
年
度
置
戸
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算　

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
１
億
１
１
５

３
万
３
千
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
45
億
５

７
９
３
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

▽
令
和
元
年
度
置
戸
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
９
万
円
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
５
億
１
６
９
万
円
と
し
ま

し
た
。

▽
令
和
元
年
度
置
戸
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
６
２
３
万
７

千
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
億
５
６
３
７

万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

▽
令
和
元
年
度
置
戸
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算　
　
　

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
57
万
８
千
円

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
２
０
１
４
万
２
千
円

と
し
ま
し
た
。

▽
令
和
元
年
度
置
戸
町
簡
易
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
２
５
４
７
万

５
千
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
億
５
２
８

１
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

▽
令
和
元
年
度
置
戸
町
下
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
６
３
７
万
４

千
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
５
５
万

円
と
し
ま
し
た
。

▽
「
民
族
共
生
の
未
来
を
切
り

開
く
」
決
議

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

令
和
元
年
４
月
に
ア
イ
ヌ
新
法

が
成
立
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
先
住

民
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
、
ウ
ポ
ポ

イ
が
開
設
さ
れ
る
の
を
契
機
に
民

族
共
生
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
く

と
い
う
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

▽
第
６
次
置
戸
町
総
合
計
画
に

つ
い
て

―
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
―

令
和
元
年
12
月
13
日
開
会
の
第

８
回
置
戸
町
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て

総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
第
６
次
置
戸
町
総
合
計

画
は
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

▽
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

置
戸
地
区
簡
易
水
道
再
編
推
進

事
業
給
水
支
線
配
水
管
敷
設
工
事

（
そ
の
２
）

・
契
約
金
額

変
更
前　

５
２
９
２
万

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

変
更
後　

５
５
５
０
万

　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
０
円

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
工
事

・
契
約
金
額

変
更
前　

４
７
５
２
万
円

変
更
後　

４
８
６
８
万

　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
０
円

主 な 補 正 内 容 補正額 増減
老人福祉施設入所者措置に要する経費 15,710 減額
老人福祉施設運営資金貸付金 15,000 減額
機構集積協力金交付事業補助金 87,064 増額
強い農業づくり事業補助金 26,770 増額
橋梁整備事業に要する経費 44,648 減額
町営住宅管理に要する経費 14,302 減額

令和元年度　一般会計主な補正内訳 （単位：千円）

令和２年
第１回
臨時会

１月15日開催

工
事
契
約
変
更
に
つ
い
て
、
審

議
・
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

令和２年
第２回
臨時会

２月５日開催

工
事
契
約
変
更
に
つ
い
て
、
審

議
・
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。
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議 会 懇 談 会
を開催しました

令
和
２
年
２
月
26
日
に
21
名
の

町
民
の
方
々
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
議
会
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。議

会
懇
談
会
は
議
会
（
議
員
）

と
町
民
の
皆
さ
ん
の
直
接
の
対
話

を
通
し
て
、
議
会
活
動
へ
の
意
見

要
望
・
町
政
へ
の
提
言
な
ど
、
自

由
に
意
見
交
換
で
き
る
場
で
す
。

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は

「
議
会
活
性
化
委
員
会
」に
お
い
て

検
討
し
、
今
後
の
議
会
活
動
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

（
各
議
員
の
発
言
、
意
見
は
掲
載
し

な
い
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

■
議
員
定
数
が
10
名
か
ら
８
名
に

な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
思

い
は
。

■
定
数
を
減
じ
た
分
、
議
員
報
酬

を
上
げ
る
べ
き
で
は
。

■
昨
年
団
体
と
し
て
要
望
し
た
事

案
に
つ
い
て
、
議
会
側
か
ら
の
回

答
が
無
い
。

■
働
く
親
の
こ
と
を
考
え
、
く
る

み
の
会
や
ど
ん
ぐ
り
の
施
設
改
修

を
早
急
に
進
め
て
ほ
し
い
。

■
第
６
次
総
合
計
画
に
伴
う
事
業

経
費
は
莫
大
に
な
る
。
役
場
庁
舎

が
い
つ
ま
で
も
つ
か
心
配
で
あ
る
。

■
光
回
線
の
整
備
を
早
急
に
進
め

て
ほ
し
い
。

■
若
い
世
代
の
人
口
増
に
つ
な
が

る
方
策
と
し
て
、
教
育
の
充
実
、

住
宅
の
充
実
、
子
育
て
支
援
な
ど

を
進
め
る
べ
き
。

■
ス
マ
ー
ト
農
業
の
町
の
支
援
措

置
の
検
討
を
。
農
地
の
遊
休
化
に

つ
い
て
は
担
い
手
を
増
や
し
、
離

農
者
を
つ
な
ぎ
と
め
る
施
策
を
。

■
町
民
目
線
で
町
政
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
。
無
駄
な
こ
と
は
や
め

る
べ
き
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
改
修

計
画
は
。
町
の
財
政
計
画
を
明
確

に
示
し
、
事
業
の
優
先
順
位
を
明

ら
か
に
す
る
べ
き
。

■
３
月
定
例
会
の
サ
ン
デ
ー
議
会

の
開
催
が
な
く
、
残
念
で
あ
る
。

次
の
定
例
会
に
期
待
す
る
。

■
葬
儀
回
数
の
多
い
川
向
住
民
セ

ン
タ
ー
の
駐
車
場
に
つ
い
て
、
早

急
に
舗
装
整
備
を
望
む
。

議
員
定
数
を
８
名
に
減
じ
て
の

初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
早
い
時

期
の
開
催
が
最
善
だ
っ
た
の
で
す

が
、
昨
年
の
改
選
選
挙
、
そ
し
て

自
治
連
主
催
の
「
住
民
懇
談
会
」

の
日
程
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
新

年
度
の
事
業
、
予
算
の
審
議
に
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
べ
く
、
町

議
会
３
月
定
例
会
前
の
開
催
と
致

し
ま
し
た
。

今
回
も
Ｊ
Ａ
や
商
工
会
、
青
年

団
等
の
各
種
団
体
の
皆
様
や
一
般

の
方
々
か
ら
21
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
様
々
な
課
題
や
意
見
、

要
望
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
始
ま
る
「
第
６
次
総

合
計
画
」を
基
本
に
今
後
の「
ま
ち

づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
て
行
き
ま

す
。
今
回
の
懇
談
会
で
の
意
見
交

換
の
内
容
を
十
分
に
踏
ま
え
、
そ

し
て
真
摯
に
受
け
止
め
、
８
名
の

議
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
議
会

の
活
性
化
に
努
め
て
い
く
こ
と
を

お
誓
い
申
し
上
げ
、
お
礼
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

置
戸
町
議
会
議
長　

岩
藤
孝
一

出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
要
望
等
を
抜
粋
し
て

掲
載
い
た
し
ま
す

～
議
会
懇
談
会
を
終
え
て
～
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３月定例会　一　般　質　問

 町長 

町民の健康増進対策は

嘉藤　均議員

近
頃
、
高
齢
で
は
な
い
方

が
体
調
を
崩
さ
れ
た
り
、

突
然
の
訃
報
と
い
う
事
例
が
数
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
他
人
事
で

は
な
く
、
い
つ
自
分
も
そ
の
よ
う

に
な
る
か
不
安
に
か
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
唯
一
町
の
定
期

健
診
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
あ

る
い
は
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
て
お
り
、

な
お
か
つ
保
健
師
さ
ん
の
指
導
の

も
と
改
善
対
処
し
よ
う
と
い
う
、

日
々
そ
う
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て

い
る
こ
と
は
私
自
身
の
健
康
の
支

え
で
も
あ
り
ま
す
。
置
戸
町
は
特

定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
が

管
内
で
も
高
い
方
と
聞
い
て
お
り

ま
す
が
、
私
は
ま
ち
づ
く
り
は
町

民
の
健
康
な
く
し
て
は
成
し
得
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で

町
民
の
方
々
の
健
康
に
対
す
る
課

題
や
取
り
組
み
、
今
後
の
展
開
を

町
長
に
お
聞
き
し
ま
す
。

Ｑ
各
種
医
療
保
険
者
に
特
定

健
康
健
診
、
特
定
保
健
指

導
こ
れ
ら
の
実
施
が
義
務
化
さ
れ

10
年
ほ
ど
経
過
し
ま
し
た
が
、
町

と
し
て
も
そ
う
し
た
こ
と
に
沿
っ

て
町
民
の
健
康
増
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
健
診
と
保
健

Ａ

指
導
の
特
徴
は
メ
タ
ボ
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
危
険
度
に

よ
っ
て
健
康
指
導
を
行
い
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
、
改
善
に
向
け

様
々
な
形
で
支
援
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

近
年
の
健
診
状
況
で
す
が
、
町

で
は
国
が
対
象
と
す
る
40
歳
以
上

の
方
に
加
え
、
対
象
年
齢
を
下
げ

30
歳
以
上
の
方
に
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
受
診
率
は
45
％
前
後
で
推

移
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
決
し

て
高
い
数
値
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

健診率向上のための５つの対策と
関係機関との連携強化を図る

各
地
域
の
保
健
委
員
さ
ん
に
協
力

を
願
い
、
ま
た
保
健
師
の
受
診
勧

奨
に
よ
り
受
診
率
の
上
昇
に
努
め

て
い
ま
す
。
健
診
結
果
の
特
徴
で

す
が
、
腹
囲
の
大
き
い
方
が
男
女

合
わ
せ
て
40
％
前
後
と
非
常
に
高

く
、
加
え
て
高
血
圧
が
10
％
弱
、

高
血
糖
が
2.9
％
と
町
と
し
て
も
大

き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
に
よ
る
高
血
圧
、
脂
質
異

常
、
高
血
糖
が
加
わ
り
、
心
筋
梗

塞
や
脳
出
血
あ
る
い
は
脳
梗
塞
な

ど
の
疾
病
の
危
険
性
が
高
い
こ
と

か
ら
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
血
糖
対

策
と
し
て
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
事
業
を
置
戸
日
赤
と
連
携
し

行
い
、
さ
ら
に
北
見
保
健
所
を
中

心
に
管
内
医
療
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
５
つ
程
申

し
上
げ
ま
す
。
１
つ
は
令
和
２
年

度
よ
り
町
の
医
療
給
付
担
当
と
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
民
間
業
者
と
連

携
し
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上
支

援
共
同
事
業
を
展
開
し
、
健
診
未

受
診
者
の
対
策
を
行
い
ま
す
。
２

つ
目
は
健
診
対
象
初
年
度
、
初
め

て
健
診
を
受
け
る
方
の
自
己
負
担

額
の
無
償
化
。
３
つ
目
に
は
健
診

自
己
負
担
額
の
見
直
し
。
４
つ
目

は
各
疾
患
の
原
因
と
な
る
、
歯
周

病
予
防
、
あ
る
い
は
そ
の
改
善
に

向
け
た
歯
周
病
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
５
つ
目
で
す
が
、
北
見
赤
十

字
病
院
で
行
っ
て
い
る
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
へ
の
助
成
、
11

万
５
５
０
０
円
か
か
り
ま
す
が
、

そ
の
３
分
の
２
の
７
万
７
０
０
０

円
を
助
成
い
た
し
ま
す
。胃
や
肺
、

ま
た
大
腸
が
ん
等
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
目
指
し

て
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
受
診
勧
奨
に
努
め
る

と
と
も
に
医
療
機
関
等
の
方
々
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
受
診
し
や

す
い
体
制
づ
く
り
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
対

策
に
加
え
、
置
戸
の
食
生
活
改
善

推
進
員
さ
ん
や
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
運
動
指
導
、
各
団
体
及
び

サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
支
援
を
行
い

な
が
ら
、
疾
病
予
防
の
基
礎
と
な

る
免
疫
力
を
高
め
る
事
業
や
心
の

健
康
を
含
め
、
第
２
期
置
戸
町
健

康
増
進
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
の

健
康
増
進
に
今
後
も
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
相
談
を
行
う
保
健
師

◀
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そこが聞きたいんです…。 Ｑ＆Ａ

ふるさとに愛着と誇りを育む
　まちづくりは
 教育長 

石井伸二議員

先
に
行
わ
れ
た
町
民
憲
章

推
進
大
会
に
お
い
て
、
講

師
の
お
話
の
中
で
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
言
葉
が
、「
地
元
で

育
っ
た
置
戸
で
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
戻
っ
て
こ
な
い
、
Ｕ
タ
ー
ン

し
て
こ
な
い
町
に
は
、
他
か
ら
の

移
住
者
は
こ
な
い
」
と
い
う
言
葉

で
し
た
。

　

第
６
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標

３
「
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り

を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
、

未
来
を
切
り
開
き
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
人
材
を
育
む
た
め
環

境
の
充
実
を
図
る
と
あ
り
ま
す
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
教
育
環
境

の
充
実
を
図
り
、
置
戸
町
に
愛
着

を
持
っ
た
人
材
、
後
継
者
を
育
成

し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

次
に
奨
学
金
制
度
の
新
た
な
見

通
し
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。
限

り
あ
る
財
源
の
中
に
あ
っ
て
も
、

一
定
の
条
件
で
返
済
免
除
、
減
額

が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
時
、

有
資
格
者
や
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足

は
顕
著
で
あ
り
ま
す
。
福
祉
、
医

療
等
の
人
材
確
保
の
た
め
の
新
た

な
奨
学
金
制
度
、
支
援
方
法
に
つ

い
て
教
育
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

Ｑ

置
戸
町
に
戻
っ
て
活
躍
す

る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
、
第
６
次
総
合
計

画
の
基
本
目
標
３
の
「
ふ
る
さ
と

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

の
充
実
を
図
る
た
め
の
基
本
施
策
、

ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
、
小
中
一

貫
教
育
の
推
進
、
環
境
教
育
の
推

進
、情
報
教
育
の
推
進
、教
職
員
研

修
の
充
実
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
柱
の
重
要
な
一
つ
に
、
ふ
る
さ

と
教
育
を
掲
げ
、
置
戸
町
の
産
業

施
設
、
自
然
、
歴
史
、
さ
ら
に
郷

土
資
料
や
秋
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等

に
つ
い
て
見
学
・
体
験
・
講
話
を

中
心
と
し
た
学
び
の
機
会
を
展
開

し
、
積
極
的
に
そ
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

置
戸
町
の
先
進
的
な
農
林
業
経

営
に
直
接
触
れ
、
将
来
置
戸
で
農

業
、
林
業
に
従
事
し
た
い
と
い
う

思
い
や
手
作
り
の
良
さ
を
実
感
さ

せ
て
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
の
作
り
手
と

し
て
活
躍
し
た
い
と
い
う
思
い
を

喚
起
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育

む
意
識
を
高
め
地
域
の
人
材
や
資

源
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が

Ａ

重
要
で
あ
り
、

学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体

と
な
っ
て
学

校
教
育
を
推

進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

奨
学
金
に

つ
い
て
は
、

優
秀
な
置
戸

高
校
の
卒
業

生
を
置
戸
で

活
躍
し
て
も

ら
う
意
味
に

お
い
て
、
福

祉
の
夢
サ
ポ

ー
ト
奨
学
金

を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ

で
す
。
置
戸

町
に
お
い
て

活
躍
す
る
卒

業
生
が
い
る

と
す
れ
ば
、
目
標
は
達
成
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
置
戸
町
へ
の

転
居
の
費
用
の
助
成
で
あ
る
と
か
、

大
き
な
負
担
と
な
る
と
思
わ
れ
る

奨
学
金
の
返
済
に
つ
い
て
、
で
き

る
だ
け
無
理
の
か
か
ら
な
い
返
済

方
法
の
提
示
、
一
歩
進
ん
で
返
済

額
の
軽
減
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
か

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ふるさと教育の充実を図ります

置
戸
中
学
校
職
業
体
験
（
植
樹
体
験
）

◀
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【
1
月
15
日
】

▽
第
１
回
置
戸
町
議
会
臨
時
会
の

運
営
等
に
つ
い
て

【
2
月
5
日
】

▽
第
2
回
置
戸
町
議
会
臨
時
会
の

運
営
等
に
つ
い
て

【
２
月
21
日
】

▽
議
員
協
議
会
の
開
催
依
頼
に
つ

い
て　
　
　
　
　
（
町
長
提
案
）

【
２
月
25
日
】

▽
第
３
回
置
戸
町
議
会
定
例
会
の

運
営
等
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

【
3
月
11
日
】

▽
令
和
２
年
度
総
務
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
計
画
に
つ
い
て

【
１
月
15
日
】

▽
第
１
回
置
戸
町
議
会
臨
時
会
の

運
営
に
つ
い
て

【
２
月
５
日
】

▽
第
２
回
置
戸
町
議
会
臨
時
会
の

運
営
に
つ
い
て

【
２
月
21
日
】

▽
議
員
協
議
会
の
開
催
依
頼
に
つ

い
て　
　
　
　
　
（
町
長
提
案
）

【
３
月
４
日
】

▽
第
３
回
置
戸
町
議
会
定
例
会
の

運
営
に
つ
い
て

議
員
協
議
会

【
２
月
３
日
～
５
日
】

▽
第
６
次
置
戸
町
総
合
計
画
に
つ

い
て　
　
　
　
　
（
付
託
事
件
）

【
４
月
３
日
】

▽
議
会
広
報
第
１
９
３
号
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
第
１
９
４
号
の
編
集

に
つ
い
て

総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会

発　

行　

置
戸
町
議
会
／
編　

集　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
０
９
９
ー
１
１
０
０　

北
海
道
常
呂
郡
置
戸
町
字
置
戸
１
８
１
番
地

TEL
０
１
５
７
（
52
）
３
３
９
１

２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
５
月
１
日
発
行

No.
194

中
国
武
漢
市
の
海
鮮
市
場
が
発

生
源
と
み
ら
れ
る
未
知
の
感
染
症

が
数
カ
月
の
間
に
全
世
界
に
広
が

り
、
人
類
の
脅
威
と
な
っ
て
い
ま

す
。
３
月
11
日
世
界
保
健
機
構

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）の
事
務
局
長
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」（
世
界
的
大
流

行
）
と
表
現
で
き
る
と
の
判
断
に

至
っ
た
と
表
明
し
ま
し
た
。

感
染
が
世
界
に
拡
大
し
、
早
期

終
息
が
見
通
せ
な
く
な
っ
て
き
た

現
状
を
受
け
、
各
国
に
一
層
の
取

り
組
み
強
化
を
促
し
ま
し
た
。
道

内
で
も
約
３
０
０
人
の
感
染
者
が

確
認
さ
れ
、
不
要
不
急
の
外
出
や
、

人
の
集
ま
る
場
所
を
避
け
る
用
心

深
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

感
染
は
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
に

よ
る
飛
沫
感
染
や
接
触
感
染
で
起

き
ま
す
。
不
特
定
多
数
の
人
の
触

れ
る
物
を
触
っ
た
後
、
食
事
の
前
、

マ
ス
ク
の
着
脱
後
に
手
洗
い
や
除

菌
を
徹
底
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

情
報
を
多
角
的
に
収
集
し
冷
静

な
対
応
に
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま

す
。早

く
終
息
す
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。　
　
　
（
小
林　
　

満
）

編

後
集

記

令
和
2
年
1
月
下
旬
か
ら

令
和
2
年
4
月
中
旬
ま
で

広報特別委員会編集の広報紙「議会だより」が今回より一部リニューアルしました！

定例会ごとに議会活動等の情報を町民の皆様にお届けします。今後も議会議員８名が

一丸となって地域のために邁進いたしますので、どうぞよろしくお願いいたします！

委
員
会
の

活
動
状
況


